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ウロコナガコムシ(六脚類・コムシ目)における“怪盤葉クチクラ"の形成
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六脚類l土脹発生過程において卵殻の裏打ちをするクチクラを形成するが、そのクチクラには三つのタイプがあ

る。一つはトピムシ目にみられるもので、佐盤葉細胞によって形成される目玉盤葉クチクラ、もう一つは外顎類

(イシノミ目+シミ目十有麹昆虫類)にみられる、紫膜によって形成される紫膜クチクラである。このようなク

チクラのタイプの違いは、羊膜や目玉膜摺の獲得といった脹膜に関わる進化的変遷と深い関連があるものと考えら

れている (Machidaand Ando， 1998)。

コムシ自の妊膜はトピムシ目とそれと類似したものであると考えられてきたが、これまでのわれわれの研究に

よって、コムシ日は羊膜をもち、また、その背器は紫膜の集合によって形成されるなど、外顎類的な特徴をも示

すことが明らかになってきた(池田・町田， 1997)。今回、コムシ目ナガコムシ科のウロコナガコムシ

Lepidocampa weberi Oudemansを材料として、そのクチクラ形成を透過型電子顕微鏡を用いて観察したので、

その結果を報告する。

結果および考察

ウロコナガコムシの卵殻は厚さ約1.4μmの均質な構造である。卵殻の内側には脹帯形成にいたるまで、非細

胞性の膜状構造は観察されない。卵をほぼ一周する大きな脹帯が形成される時期になると、卵殻の内側全体を一

様に裏打ちする、厚さ約 0.7μmのクチクラが形成される (Fig.1A， B)。このクチクラは、妊帯と紫膜の両方

によって形成されることから、トビムシ型の匹盤葉クチクラであるといえる。しかし、その形成時期は、粧盤葉

期に形成が始まるトピムシに比べるとかなり遅く、タイミングの点からは、むしろ、羊膜の形成直前に分泌が起

こるイシノミ類の紫膜クチクラ (Machidaet al.， 1994)に似ているといえよう。

』歪盤葉クチクラの形成が終わるとすぐに、目玉盤葉クチクラとは異なる、非常に薄いクチクラの形成が始まり、

姿勢転換までに同様のクチクラが合計3層形成される (Fig.1C)。これらのクチクラは、目玉帯と脹帯周縁に由来

する羊膜によって分泌され、疑膜はこの形成には参加しないことから、他の六脚類にみられる卵膜クチクラと相

同視できるものではない。やがて、この 3層の薄いクチクラは、姿勢転換の時期に、おそらく物理的な力によ

り、崩壊し、その後、佐クチクラの形成までには消失してしまう(Fig.1D)。

Machida and Ando (1998) は、紫膜クチクラの出現は、肱域のクチクラ形成能の放棄に関連して、外顎類の

共通祖先で起こったと考えたが、本研究でコムシ目でもトピムシ型の目玉盤葉クチクラ形成を行うことが明らかに

なり、かれらの推論は間接的に支持される。そして、コムシ日は、臨域でのクチクラ形成能を保持する一方で、

妊膜摺の形成には至っていないことから、目玉域のクチクラ形成能消失は、目玉膜摺の形成とともに、外顎類の共通

祖先で起きたことになる。この結論は、コムシ日の羊膜は背器形成にともない形成される一時的背部閉鎖である

との理解とともに (cf.池田・町田， 1997)、Machidaet al. (1994)の、六脚類の進化における妊膜摺の獲得は

脹域のクチクラ形成能の放棄と密接な関係があり、羊膜は背器形成にともない退く紫膜との交替に深く関連して

獲得されたとする、イシノミ日の匹膜の観察に基づく考えを強く支持するのである。

* Abstract of paper read at the 35th Annual Meeting of Arthropodan Embryological Society of Japan， June 4-5. 1999 
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Fig. 1 TEMs showing successive stages of formation and changes of cuticular layers in Lepidocampa 

weberi embryos. A， B. Stage of germ band formation. Blastodermic cuticle is secreted at the areas 

of germ band and serosa. C. Stage just before blastokinesis. Three fine cuticular lamellae are 

observed to have been secreted between the blastodermic cuticle and germ band. D. Stage of 

definitive dorsal c1osure. Cuticular lamellae are not detectable. An embryonic cuticle is secreted. 

BC: blastodermic cuticle， Ch: chorion， CL: cuticular lamellae， EC: embryonic cuticle， Em: embryo， 
Se: serosa. Scalesμm  
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